
Ｐ
1
 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

 
調

査
票

－
A

 

訪
問

介
護

事
業

所
管

理
者
様

 

『
在
宅
に
お
け
る
た
ん
の
吸
引
等
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
行
う
 

研
修
・
支
援
体
制
と
阻
害
要
因
に
関
す
る
実
態
調
査
』

 

ご
協
力
の
お
願
い
 

謹
啓
 

初
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

病
気
を
持
ち
つ
つ
も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
場
所
で

、
吸
引
や
経
管
栄
養
が
必
要
な
方
々
も
、
介
護
員

の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

 

介
護
員
の
た
ん
吸
引
等
の
医
療
行
為
は
、
2
0
1
2
年

4
月
よ
り
法
律
で
認
め
ら
れ
、
各
県
に
お
い
て
認
定
特

定
行
為
従
事
者
研
修
と
し
て
、
在
宅
医
療
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
法

制
化
後
は
研
修
が
訪
問
介
護
事
業
所
や
、
指
導
す
る
訪
問
看
護
事
業
所
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
度
、
勇
美
記
念
財
団
の
助
成
を
受
け
、

法
制
化
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
出
て
い

る
の
か
、
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

 

ご
多

用
中
た
い
へ
ん
恐
縮
で
す
が
、
実
態
を
把
握
し
、
実
態
に
即
し
た
研
修
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

謹
白
 

平
成

2
6
年

1
月
 

研
究
者
 

 
遠
藤
 
美
紀
 

（
仙
台
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
研
究
部
 
次
長
）
 

【
調

査
名

】
 

在
宅
に
お

け
る

た
ん
の

吸
引

等
サ
ー

ビ
ス

提
供
事

業
所

が
行
う

研
修

・
支
援

体
制

と
阻
害

要
因

に
関
す

る
実

態
調
査
 

【
調

査
対

象
者

】
 

宮
城

県
内

訪
問

介
護

事
業

所
・

・
・

調
査

票
－

Ａ
 

宮
城

県
内

訪
問

看
護

事
業

所
・

・
・

調
査

票
－

Ｂ
 

全
国

都
道

府
県

担
当

部
署

・
・

・
・

調
査

票
－

Ｃ
 

【
調

査
の

実
施

主
体

】
 

こ
の

調
査

は
、

公
益

財
団

法
人

在
宅

医
療

助
成

勇
美

記
念

財
団

2
01
3
年

度
（

前
期

）
一

般
公

募
「

在
宅

医
療

研
究

へ
の

助

成
」
『

在
宅

に
お

け
る

た
ん

の
吸

引
等

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
が

行
う

研
修

・
支

援
体

制
と

阻
害

要
因

に
関

す
る

実
態

調

査
』

に
よ

り
仙

台
往

診
ク

リ
ニ

ッ
ク

遠
藤

美
紀

（
研

究
部

 次
長

）
が

行
う

も
の

で
す

。
集

計
・

解
析

は
仙

台
往

診
ク

リ
ニ

ッ
ク

研
究

部
が

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

【
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

保
護

に
つ

い
て

】
 

個
人

情
報

保
護

法
を

遵
守

し
、

得
ら

れ
た

結
果

は
統

計
的

に
処

理
い

た
し

ま
す

。
個

人
が

特
定

さ
れ

る
デ

ー
タ

と
し

て
公

表
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
調

査
内

容
は

皆
様

の
個

人
情

報
を

含
ん

で
お

り
ま

す
の

で
、

厳
重

に
管

理
し

、
研

究
成

果
を

開
示

す
る

際
も

、
貴

施
設

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な
情

報
は

公
表

し
ま

せ
ん

。
 

Ｐ
2
 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

 
調

査
票

－
A

 

【
調

査
票

配
布

対
象

先
】

 

宮
城

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

リ
ス

ト
掲

載
の

訪
問

介
護

事
業

所
お

よ
び

訪
問

看
護

事
業

所
 

各
都

道
府

県
担

当
部

署
 

【
調

査
同

意
の

可
否

】
 

こ
の

調
査

へ
の

協
力

を
拒

否
さ

れ
た

り
、

同
意

を
取

り
消

さ
れ

て
も

今
後

貴
施

設
に

何
ら

か
の

不
利

益
が

生
じ

る
こ

と
は

全
く

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

◇
以
上
こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
け
ま
し
た
ら
、
以
下
を
お
読
み
頂
き
、
ご
回
答
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

調
査

の
趣

旨
を

理
解

い
た

し
ま

し
た

。
(
☑

を
入

れ
て

く
だ

さ
い
。

)
 

□
1
．
は

い
□

2
．
い

い
え

調
査

に
協

力
す

る
こ

と
に
同

意
し

ま
す
。
（

☑
を
入
れ

て
く

だ
さ
い

。
）

 

□
1
．
は

い
□

2
．
い

い
え

ご
回
答
頂
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
同
封
の
返
信
封
筒
に
入
れ
て
、

 

２
月
１
２

日
(
水

)
ま
で
に
ポ
ス
ト
に
投
函
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
郵
送
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）
。

こ
の
調
査
に
関
す
る
ご
質
問
や
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
下

記
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

仙
台

往
診

ク
リ

ニ
ッ

ク
研

究
部

 

 
 担

当
：

遠
藤

・
佐

々
木

 

〒
9
80

-0
01

3 
仙

台
市

青
葉

区
花

京
院

2
丁

目
1
-7
 

T
EL

 :
 0

22
-7
2
2-

38
66

(平
日

9～
17

時
) 

 F
AX

 :
 0
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-
72

2-
38

77
(2
4
時

間
) 

e
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ai
l 

: 
ke
n
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sh
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Ｐ
3
 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

 
調

査
票

－
A

 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

管
理

者
 

調
査

表
－

A

問
1
 

事
業
所
を
開
設
し
て
か
ら
の
期
間
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

年
 

問
2
 

貴
事
業
所
の
訪
問
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
人
員
を
お
答
え
く
だ
さ
い

。
 

資
格
 

常
勤
 

非
常
勤
 

訪
問
介
護
員
 

人
 

人
 

う
ち
介
護
福
祉
士

 
人
 

人
 

問
3
 

貴
事
業
所
で
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

事
業
 

実
施
し
て
い
る
も
の
に
○
 

介
護
保
険
に
よ
る
訪
問
介
護
 

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
重
度
訪
問
介
護

 

問
4
 

た
ん
吸
引
等
の
制
度
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
ま
す
か
。
 

1
.
よ
く
理
解
し
て
い
る

2
.
だ
い
た
い
理
解
し
て
い
る

3
.
い
く
ら
か
理
解
し
て
い
る

4
.
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
い

5
.
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
い

問
5
 

た
ん
吸
引
等
の
研
修
の
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
ま
す
か

 

1
.
よ
く
理
解
し
て
い
る

2
.
だ
い
た
い
理
解
し
て
い
る

3
.
い
く
ら
か
理
解
し
て
い
る

4
.
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
い

5
.
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
い

問
6
 

刑
法
第

3
7
条
の
「

緊
急
避
難
」
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

 

1
.
知
ら
な
い
。

2
.
言
葉
だ
け
知
っ
て
い
る
が
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

3
.
内
容
も
知
っ
て
い
る
が
、
事
業
所
内
で
の
周
知
徹
底
は
し
て
い
な
い

。

4
.
内
容
も
知
っ
て
お
り
、
事
業
所
内
で
周
知
徹
底
し
て
い
る

。

Ｐ
4
 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

 
調

査
票

－
A

 

問
7
 

た
ん
吸
引
や
経
管
栄
養
の
支
援
が
必
要
な
利
用
者
の
人
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
（
今
現
在
）

 

全
て
の
利
用
者
数
 

人
 

た
ん
吸
引
が
必
要
な
利
用
者
 

人
（
う
ち
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
装
着
者
 

人
）
 

上
記
の
う
ち
、
貴
事
業
所
の

介
護
員
が
吸
引
を
実
施
し
て
い
る
利
用
者

 

人
（
う
ち
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
装
着
者
 

人
）
 

胃
ろ
う
・
腸
ろ
う
か
ら
の
経
管
栄
養
が
必
要
な
利
用
者

 

人
 

上
記
の
う
ち
、
貴
事
業
所
の
介
護
員
が
経
管
栄
養
を
実
施
し
て
い
る
利
用
者

 

人
 

経
鼻
経
管

か
ら
の
経
管
栄
養
が
必
要
な
利
用
者
 

人
 

上
記
の
う
ち
、
貴
事
業
所
の

介
護
員
が
経
管
栄
養
を
実
施
し
て
い
る
利
用
者

 

人
 

問
8
 

貴
事
業
所
の
職
員
が

2
0
1
2
年

4
月
の
法
制
化
以
前
に
吸
引
を
実
施
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。
 

1
.
あ
っ
た

2
.
な
か
っ
た

問
9
 

法
制
化
前
に
吸
引
を
実
施
し
た
こ
と
の
あ
る

事
業
所
の
方
の
み
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

法
制
化
後
に
経
過
措
置
と
し
て

研
修
免
除
で
宮
城
県
か
ら
認
定
特
定
行
為
業
務
従
事
者
認
定
証
を
交

付
さ
れ
た
介
護
員
の
人
数

を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

人
 

問
1
0
 
法
制
化
後
に
、
た
ん
吸
引
等
の
研
修
を
受
講
し
た
介
護
員
は
い
ま
す
か
。

 

1
.
い
る

→
 

問
1
1
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

2
.
い
な
い

→
 

問
1
2
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
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Ｐ
5
 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

 
調

査
票

－
A

 

問
1
1
 
法
制
化
後
に
、
研
修
を
受
講
し
て

認
定
証
を
得
た
介
護
員
の
人
数

を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

（
試
行
事
業
で
取
得
し
た
方
は
そ
の
人
数
も
含
め
て
く
だ
さ
い
。
）
 

第
１
号
研
修
（
不
特
定
の
者
対
象
）
 

人
 

第
２
号
研
修
（
不
特
定
の
者
対
象
）

 
人

 

第
３
号
研
修
（
特
定
の
者
対
象
）

 
人

 

問
1
2
 
貴
事
業
所
で
は
、
法
制
化
後
の
研
修
受
講
の
た
め
の
時
間
と
費
用

の
扱
い
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま

す
か
。
又
は
ど
の
よ
う
に
し
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。
第
１
号
第
２
号
研
修
、
第
３
号
研
修
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
と
こ
ろ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

研
修
時
間
の
 

取
扱
い
 

交
通
費

 
宿
泊
費

 
テ
キ
ス

ト
代
 

基
本
研

修
費
用

 

実
地
研

修
費
用

 

有
給

 
無

給
 

事 業 所 負 担
 

個 人 負 担
 

事 業 所 負 担
 

個 人 負 担
 

事 業 所
 

負 担
 

個 人
 

負 担
 

事 業 所
 

負 担
 

個 人
 

負 担
 

事 業 所
 

負 担
 

個 人
 

負 担
 

勤
務

時
間

扱
い

 

勤
務

時
間

外
扱

い
 

第
１
号
第
２
号
研
修

 

第
３
号
研
修
 

参
考

 

第
１

号
第
２

号
研

修
 

宮
城

県
で
は

年
に

１
回

募
集

を
か

け
実

施
し

て
い

ま
す

。
基

本
研

修
の

講
義

50
時

間
(9

日
間
)受

け
テ

ス
ト
を

し
、

演
習

が

1
日

あ
り

、
実
地

研
修

は
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

等
で

数
日

か
け

て
行

っ
て

い
ま

す
。

気
管

カ
ニ

ュ
ー

レ
か

ら
の

吸
引

、
経

鼻

経
管

栄
養
に

つ
い

て
は

、
実

地
研

修
に

協
力

し
て

も
ら

え
る

利
用

者
や

指
導

者
の

確
保

が
困

難
な

た
め

、
実

質
第

1
号

の
認

定

を
得

る
こ
と

は
大

変
困

難
な

状
況

で
す

。
実

地
研

修
は

評
価

表
に

沿
っ

て
実

施
し

、
口

腔
が

10
回

、
そ

れ
以
外

は
各

々
20

回

以
上

実
施
し

、
7
割

成
功

・
最
終

3
回

連
続

成
功

が
合

格
ラ

イ
ン

で
す

。
基

本
研

修
費

用
は

無
料

で
す

が
、

テ
キ

ス
ト
代

2,
10

0

円
と

資
料
代

2,
00
0
円

が
か
か

り
ま

す
。

実
地

研
修
は

6,
00
0
円

、
保

険
料

2,
0
00

円
と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

第
３

号
研
修

 

民
間

の
登
録

研
修

機
関

で
実

施
し

て
い

ま
す

。
毎

月
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
れ

ば
、

様
々

で
す

。
基

本
研

修
は

講
義

8
時

間
と

演
習
を

合
わ

せ
て

1
日

半
～

2
日

程
度
、
実

地
研

修
は

1～
2
日

程
度
で
実

施
し

て
い

ま
す

。
基

本
研

修
は

1
度

受
講

す
れ

ば
次

か
ら
は

免
除

に
な

り
ま

す
が

、
実

地
研

修
は

担
当

利
用

者
が

増
え

る
ご

と
に

毎
回

受
講

し
な

く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
実

地

研
修

は
問
題

な
く

で
き

る
ま

で
、

評
価

表
に

沿
っ

て
2
回
成

功
が

合
格

ラ
イ

ン
で

す
。

研
修

費
用

は
研

修
機

関
に

よ
り

異
な

り

ま
す

が
、
基

本
研

修
が

10
,0
00

円
以

上
、
実
地

研
修

10
,0
00

円
程

度
の
と
こ

ろ
が

多
い

よ
う

で
す

。
 

可
能
な

行
為
 

認
定
の
種

類
 

吸
引
 

経
管
栄
養
 

口
腔

 
鼻

腔
 

気
管

 
カ

ニ
ュ

ー
レ

 
胃

ろ
う

 
腸

ろ
う

 
経

鼻
経

管
 

不
特
定
の

者
対

象
 

第
１
号
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

第
２
号
 

○
 

○
 

×
 

○
 

×
 

特
定
の
者

対
象
 

第
３
号
 

利
用
者
に

必
要

な
項
目
 

Ｐ
6
 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

 
調

査
票

－
A

 

問
1
3
 
法
制
化
後
の
研
修
に
つ
い
て
、
以
下
の
項
目
で
は
ど
の
程
度
負
担
と

感
じ
て
い
ま
す
か

。
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
に
つ
い
て
、
４
段
階
の
う
ち
あ
て
は
ま
る
数
字
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

。
 

１
 

２
 

３
 

４
 

負
担
は
な
い
 

や
や
負
担
で
あ
る
 

負
担
で
あ
る

 
と
て
も
負
担
で
あ
る

 

第
１

号
第

２
号

研
修

に
つ
い

て
 

基
本

研
修
が

5
0
時
間
（
演
習
合
わ
せ

1
0
日
）
か
か
る

 
１

・
２

・
３

・
４

 

実
地
研
修
が
数
日
か
か
る

 
１

・
２

・
３

・
４

 

研
修
を
受
講
す
る
た
め
に
仕
事
を
休
む

 
１

・
２

・
３

・
４

 

研
修
を
受
講
す

る
た
め
の
費
用
が
か
か
る
 

１
・

２
・

３
・

４
 

研
修
に
か
か
る
書
類

作
成
等
の
事
務
手
続
き
が
多
い

 
１

・
２

・
３

・
４

 

研
修
を
受
け
て
も
、
第
１
号

の
認
定
が
得
に
く
い

 
１

・
２

・
３

・
４

 

制
度
や
研
修
の
仕
組
み

を
理
解
す
る
 

１
・

２
・

３
・

４
 

第
３

号
研

修
に

つ
い

て
 

基
本
研
修
が

1
日
半
～
2
日
程
度
か
か
る
 

１
・

２
・

３
・

４

実
地

研
修

を
受

講
す

る
た

め
の

時
間

が
、

利
用

者
が

増
え

る
た

び
に

か
か
る

 
１

・
２

・
３

・
４

研
修

を
受

け
て

認
定

を
得

て
も

、
利

用
者

が
亡

く
な

っ
た

り
担

当
変

更
に
な
る
と
認
定
を
喪
失
す
る

 
１

・
２

・
３

・
４

研
修
を
受
講
す
る
た
め
に
仕
事
を
休
む

 
１

・
２

・
３

・
４

基
本
研
修
を

受
講
す
る
た
め
の
費
用
が
か
か
る

 
１

・
２

・
３

・
４

実
地

研
修

を
受

講
す

る
た

め
の

費
用

が
、

利
用

者
が

増
え

る
た

び
に

か
か
る

 
１

・
２

・
３

・
４

研
修
に
か
か
る
書
類
作
成
等
の
事
務
手
続
き
が
多
い

 
１

・
２

・
３

・
４

 

制
度
や
研
修
の
仕
組
み

を
理
解
す
る
 

１
・

２
・

３
・

４
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Ｐ
7
 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

 
調

査
票

－
A

 

問
1
4
 
研
修
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
４
段
階
の
う
ち
あ

て
は
ま
る
数
字
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
 

２
 

３
 

４
 

思
わ
な
い

 
や
や
思
う

 
思
う
 

と
て
も
思
う
 

研
修

に
つ

い
て

 

必
要
な
知
識
を
得
る
た
め
に
必
要

 
１

・
２

・
３

・
４

確
か
な
技
術
を
得
る
た
め
に
必
要

 
１

・
２

・
３

・
４

利
用
者
や
家
族
へ
の
よ
り
良
い
支
援

を
行
う
た
め
に
必
要
 

１
・

２
・

３
・

４

医
療
職
と
の
連
携
の
た
め
に
必
要

 
１

・
２

・
３

・
４

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
 

１
・

２
・

３
・

４

短
い
時
間
で
不
特
定
の
第
１
号
の
認
定
が
取
れ
る
と
よ
い

 
１

・
２

・
３

・
４

少
な
い
費
用
で
不
特
定
の
第

1
号
の
認
定
が
取
れ
る
と
よ
い

 
１

・
２

・
３

・
４

不
特

定
の

第
１

号
の

認
定

が
取

れ
る

な
ら

、
現

在
の

研
修

時
間

の
ま

ま
で
よ
い
 

１
・

２
・

３
・

４

不
特

定
の

第
１

号
の

認
定

が
取

れ
る

な
ら

、
あ

る
程

度
費

用
が

高
く

な
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
 

１
・

２
・

３
・

４

第
３

号
の

実
地

研
修

は
、

利
用

者
ご

と
に

受
け

ら
れ

る
の

で
安

心
で

あ
る
 

１
・

２
・

３
・

４

第
３

号
の

認
定

を
得

て
、

一
定

の
経

験
を

重
ね

て
い

れ
ば

不
特

定
の

認
定
を
与
え
る
べ
き
 

１
・

２
・

３
・

４
 

問
1
5
 
研
修
の
拘
束
時
間
と
費
用
が
ど
れ
く
ら
い
な
ら
受
講
し
ま
す
か
。

 

種
類
 

研
修
の
拘
束
時
間
 

（
合

計
時

間
数

）
 

費
用
 

第 １ 号
 

基
本
研
修
の
講
義
 

（
現

在
：

50
時

間
 

県
が

実
施

で
費

用
無

料
）
 

時
間

 
円

 

実
地
研
修
 

（
現

在
：
口
腔

10
回

、
鼻
腔

・
気

管
・

胃
瘻

・
経

鼻

20
回

以
上

で
合

格
す

る
ま

で
。

費
用

6,
00
0
円

）
 

時
間

 
円

 

第 ２ 号
 

基
本
研
修
の
講
義
 

（
現

在
：

50
時

間
 

県
が

実
施

で
費

用
無

料
）
 

時
間

 
円

 

実
地
研
修
 

（
現

在
：
口
腔

10
回

、
鼻
腔

・
気

管
・

胃
瘻

20
回

以
上

で
合
格

す
る

ま
で

。
費
用

6,
0
00

円
）
 

時
間

 
円

 

第 ３ 号
 

基
本
研
修
の
講
義
 

（
現

在
：

8
時
間

 
費
用

10
,0

00
円

以
上
）
 

時
間

 
円

 

実
地
研
修
 

（
現

在
：

利
用

者
に

必
要

な
項

目
が

問
題

な
く

で
き

る
ま

で
。
費
用

10
,
00
0
円

程
度

）
 

時
間

 
円

 

Ｐ
8
 

調
査

対
象

：
訪

問
介

護
事

業
所

 
調

査
票

－
A

 

問
1
6
 
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者
が
増
加
し

、
吸
引
や
経
管
栄
養
の
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
が
増
え
て
い
く

見
込
み
で
す
。
貴
事
業
所
で
は
今
後
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
々
へ
の
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
番
号
ひ
と
つ
に
○
を
付
け

、
そ
の
理
由
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

１
．

第
１

号
２

号
研

修
を

受
け

て
、

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
方

か
ら

の
依

頼
は

な
る

べ
く

受
け

て
い
き
た
い
。

 

２
．

第
３

号
研

修
を

受
け

て
、

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

な
方

か
ら

の
依

頼
は

な
る

べ
く

受
け

て
い

き
た
い
。

 

３
．
研
修
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
ど
う
し
て
も
と
い
う
依
頼
の
時
だ
け
受
け
て
い
き
た
い
。

 

４
．
研
修
も
受
け
ず
、
依
頼
も
断
っ
て
い
き
た
い
。

 

５
．
そ
の
他

 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

【
上
記
の
理
由

】
 

問
1
7
 
介

護
職

員
の

た
め

の
た

ん
吸

引
等

の
制

度
や

研
修

に
関

す
る

ご
意

見
を

、
自

由
に

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

 

自
由
記
載

 

貴
事
業
所
に
つ
い
て

、
差
し
支
え
な
け
れ
ば
以
下
の
項
目
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

。
な
お
、
所
在
地
（

市
区
町

村
名
）
は
ご
記
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

。
 

事
業

所
名

 

所
在

地
 

〒
 

－
 

市
区

町
村

名
 

（
必

須
）

 

市
区

 

町
村

 

～
以

上
で

ア
ン

ケ
ー

ト
は
終

わ
り

で
す
。

ご
協

力
誠
に

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。

～
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Ｐ
1
 

調
査

対
象

：
訪

問
看

護
事

業
所

 
調

査
票

－
B

 

訪
問

看
護

事
業

所
管

理
者
様

 

『
在
宅
に
お
け
る
た
ん
の
吸
引
等
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
行
う

 

研
修
・
支
援
体
制
と
阻
害
要
因
に
関
す
る
実
態
調
査
』

 

ご
協
力
の
お
願
い
 

謹
啓
 

初
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

病
気
を
持
ち
つ
つ
も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
場
所
で

、
吸
引
や
経
管
栄
養
が
必
要
な
方
々
も
、
介
護
員

の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

 

介
護
員
の
た
ん
吸
引
等
の
医
療
行
為
は
、
2
0
1
2
年

4
月
よ
り
法
律
で
認
め
ら
れ
、
各
県
に
お
い
て
認
定
特

定
行
為
従
事
者
研
修
と
し
て
、
在
宅
医
療
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
法

制
化
後
は
研
修
が
訪
問
介
護
事
業
所
や
、
指
導
す
る
訪
問
看
護
事
業
所
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
度
、
勇
美
記
念
財
団
の
助
成
を
受
け
、
法
制
化
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
出
て
い

る
の
か
、
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

 

ご
多
用
中
た
い
へ
ん
恐
縮
で
す
が
、
実
態
を
把
握
し
、
実
態
に
即
し
た
研
修
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

謹
白
 

平
成

2
6
年

1
月
 

研
究
者
 

 
遠
藤
 
美
紀
 

（
仙
台
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
研
究
部
 
次
長
）
 

【
調

査
名

】
 

在
宅
に
お

け
る

た
ん
の

吸
引

等
サ
ー

ビ
ス

提
供
事

業
所

が
行
う

研
修

・
支
援

体
制

と
阻
害

要
因

に
関
す

る
実

態
調
査
 

【
調

査
対

象
者

】
 

宮
城

県
内

訪
問

介
護

事
業

所
・

・
・

調
査

票
－

Ａ
 

宮
城

県
内

訪
問

看
護

事
業

所
・

・
・

調
査

票
－

Ｂ
 

全
国

都
道

府
県

担
当

部
署

・
・

・
・

調
査

票
－

Ｃ
 

【
調

査
の

実
施

主
体

】
 

こ
の

調
査

は
、

公
益

財
団

法
人

在
宅

医
療

助
成

勇
美

記
念

財
団

2
01
3
年

度
（

前
期

）
一

般
公

募
「

在
宅

医
療

研
究

へ
の

助

成
」
『

在
宅

に
お

け
る

た
ん

の
吸

引
等

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
が

行
う

研
修

・
支

援
体

制
と

阻
害

要
因

に
関

す
る

実
態

調

査
』

に
よ

り
仙

台
往

診
ク

リ
ニ

ッ
ク

遠
藤

美
紀

（
研

究
部

 次
長

）
が

行
う

も
の

で
す

。
集

計
・

解
析

は
仙

台
往

診
ク

リ
ニ

ッ
ク

研
究

部
が

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

【
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

保
護

に
つ

い
て

】
 

個
人

情
報

保
護

法
を

遵
守

し
、

得
ら

れ
た

結
果

は
統

計
的

に
処

理
い

た
し

ま
す

。
個

人
が

特
定

さ
れ

る
デ

ー
タ

と
し

て
公

表
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
調

査
内

容
は

皆
様

の
個

人
情

報
を

含
ん

で
お

り
ま

す
の

で
、

厳
重

に
管

理
し

、
研

究
成

果
を

開
示

す
る

際
も

、
貴

施
設

が
特

定
さ

れ
る

よ
う

な
情

報
は

公
表

し
ま

せ
ん

。
 

Ｐ
2
 

調
査

対
象

：
訪

問
看

護
事

業
所

 
調

査
票

－
B

 

【
調

査
票

配
布

対
象

先
】

 

宮
城

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

リ
ス

ト
掲

載
の

訪
問

介
護

事
業

所
お

よ
び

訪
問

看
護

事
業

所
 

全
国

都
道

府
県

担
当

部
署

 

【
調

査
同

意
の

可
否

】
 

こ
の

調
査

へ
の

協
力

を
拒

否
さ

れ
た

り
、

同
意

を
取

り
消

さ
れ

て
も

今
後

貴
施

設
に

何
ら

か
の

不
利

益
が

生
じ

る
こ

と
は

全
く

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

◇
以
上
こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
け
ま
し
た
ら
、
以
下
を
お
読
み
頂
き
、
ご
回
答
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

調
査

の
趣

旨
を

理
解

い
た

し
ま

し
た

。
(
☑

を
入

れ
て

く
だ

さ
い
。

)
 

□
1
．
は

い
□

2
．
い

い
え

調
査

に
協

力
す

る
こ

と
に
同

意
し

ま
す
。
（

☑
を
入
れ

て
く

だ
さ
い

。
）

 

□
1
．
は

い
□

2
．
い

い
え

ご
回
答
頂
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
同
封
の
返
信
封
筒
に
入
れ
て
、

 

２
月
１
２
日
( 水
)ま

で
に
ポ
ス
ト
に
投
函

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
郵
送
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）
。

こ
の
調
査
に
関
す
る
ご
質
問
や
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
下
記

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

仙
台

往
診

ク
リ

ニ
ッ

ク
研

究
部

 

 
 担

当
：

遠
藤

・
佐

々
木

 

〒
9
80

-0
01

3  
仙

台
市

青
葉

区
花

京
院

2
丁

目
1
-7
 

T
EL

 :
 0

22
-7
2
2-

38
66

(平
日

9～
17

時
) 

 F
AX

 :
 0

22
-
72

2-
38

77
(2
4
時

間
) 

e
-m

ai
l 

: 
ke
n
ky

u@
ou

sh
in
-
se

nd
ai

.j
p 
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Ｐ
3
 

調
査

対
象

：
訪

問
看

護
事

業
所

 
調

査
票

－
B

 

調
査

対
象

：
訪

問
看

護
事

業
所

管
理

者
 

調
査

表
－

B

問
1
 

事
業
所
を
開
設
し
て
か
ら
の
期
間
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

年
 

問
2
 

貴
事
業
所
の
訪
問
看
護
に
携
わ
っ
て
い
る
人
員
を
お
答
え
く
だ
さ
い

。
 

資
格
 

常
勤
 

非
常
勤

 

看
護
師
、
保
健
師
、
助
産
師

 
人

 
人

 

准
看
護
師
 

人
 

人

問
3
 

貴
事
業
所
で
、
介
護
員
の
た
ん
吸
引
等
の
指
導
者
資
格
を
取
得
し
て
い
る
看
護
職
の
人
数
を
お
答
え

く
だ
さ
い
。
 

（
参

考
：

宮
城

県
で

は
、

第
１

号
第

２
号

の
指

導
者

資
格

は
宮

城
県

が
年

１
回

募
集

し
２

日
間

か
け

て
取

得
。

第
３

号
の

指
導

者
資

格
は

自
己

学
習

で
い

つ
で

も
取

得
可

能
で

す
。

准
看

護
師

の
方

は
指

導
者

資
格

が
得

ら
れ

ま
せ

ん
。
）
 

資
格
 

常
勤
 

非
常
勤
 

第
１
号
第
２
号
の
不
特
定
に
者
に
対
す
る
指
導
者
資
格

 
人
 

人
 

第
３
号
の
特
定
の
者
に
対
す
る
指
導
者
資
格

 
人
 

人

問
4
 

た
ん
吸
引
等
の
制
度
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
ま
す
か
。
 

1
.
よ
く
理
解
し
て
い
る

2
.
だ
い
た
い
理
解
し
て
い
る

3
.
い
く
ら
か
理
解
し
て
い
る

4
.
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
い

5
.
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
い

問
5
 

た
ん
吸
引
等
の
研
修
の
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
ま
す
か

 

1
.
よ
く
理
解
し
て
い
る

2
.
だ
い
た
い
理
解
し
て
い
る

3
.
い
く
ら
か
理
解
し
て
い
る

4
.
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
い

5
.
ま
っ
た
く
理
解
し
て
い
な
い

問
6
 

刑
法
第

3
7
条
の
「
緊
急
避
難
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

 

1
.
知
ら
な
い
。

2
.
言
葉
だ
け
知
っ
て
い
る
が
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

3
.
内
容
も
知
っ
て
い
る
が
、
介
護
員
を
指
導
す
る
際
特
に
触
れ
て
は
い
な
い
。

4
.
内
容
も
知
っ
て
お
り
、
介
護
員
を
指
導
す
る
際
に
話
し
て
い
る
。

Ｐ
4
 

調
査

対
象

：
訪

問
看

護
事

業
所

 
調

査
票

－
B

 

問
7
 

貴
事
業
所
で
は
、
2
0
1
2
年

4
月
の
法
制
化
以
前
に
介
護

員
に
対
し
て
吸
引
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

し

た
か
。
 

１
．
実
施
し
て
い
た
 

２
．
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
 

問
8
 

法
制
化
後
に
、
た
ん
吸
引
等
の
実
地
研
修
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
か
。
 

１
．
実
施
し
た
 

２
．
実
施
し
て
い
な
い
 

参
考

 

第
１

号
第
２

号
研

修
 

宮
城

県
で
は

年
に

１
回

募
集

を
か

け
実

施
し

て
い

ま
す

。
基

本
研

修
の

講
義

50
時

間
(9

日
間
)受

け
テ

ス
ト
を

し
、

演
習

が

1
日

あ
り

、
実
地

研
修

は
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

等
で

数
日

か
け

て
行

っ
て

い
ま

す
。

気
管

カ
ニ

ュ
ー

レ
か

ら
の

吸
引

、
経

鼻

経
管

栄
養
に

つ
い

て
は

、
実

地
研

修
に

協
力

し
て

も
ら

え
る

利
用

者
や

指
導

者
の

確
保

が
困

難
な

た
め

、
実

質
第

1
号

の
認

定

を
得

る
こ
と

は
大

変
困

難
な

状
況

で
す

。
実

地
研

修
は

評
価

表
に

沿
っ

て
実

施
し

、
口

腔
が

10
回

、
そ

れ
以
外

は
各

々
20

回

以
上

実
施
し

、
7
割

成
功

・
最
終

3
回

連
続

成
功

が
合

格
ラ

イ
ン

で
す

。
基

本
研

修
費

用
は

無
料

で
す

が
、

テ
キ

ス
ト
代

2,
10

0

円
と

資
料
代

2,
00
0
円

が
か
か

り
ま

す
。

実
地

研
修
は

6,
00
0
円

、
保

険
料

2,
0
00

円
と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

第
３

号
研
修

 

民
間

の
登
録

研
修

機
関

で
実

施
し

て
い

ま
す

。
毎

月
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
れ

ば
、

様
々

で
す

。
基

本
研

修
は

講
義

8
時

間
と

演
習
を

合
わ

せ
て

1
日

半
～

2
日

程
度
、
実

地
研

修
は

1～
2
日

程
度
で
実

施
し

て
い

ま
す

。
基

本
研

修
は

1
度

受
講

す
れ

ば
次

か
ら
は

免
除

に
な

り
ま

す
が

、
実

地
研

修
は

担
当

利
用

者
が

増
え

る
ご

と
に

毎
回

受
講

し
な

く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
実

地

研
修

は
問
題

な
く

で
き

る
ま

で
、

評
価

表
に

沿
っ

て
2
回
成

功
が

合
格

ラ
イ

ン
で

す
。

研
修

費
用

は
研

修
機

関
に

よ
り

異
な

り

ま
す

が
、
基

本
研

修
が

10
,0
00

円
以

上
、
実
地

研
修

10
,0
00

円
程

度
の
と
こ

ろ
が

多
い

よ
う

で
す

。
 

可
能

な
行
為

 

認
定
の
種

類
 

吸
引
 

経
管
栄
養
 

口
腔

 
鼻

腔
 

気
管

 
カ

ニ
ュ

ー
レ

 
胃

ろ
う

 
腸

ろ
う

 
経

鼻
経

管
 

不
特
定
の

者
対

象
 

第
１
号
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

第
２
号
 

○
 

○
 

×
 

○
 

×
 

特
定
の
者

対
象
 

第
３
号

 
利

用
者
に

必
要

な
項
目
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Ｐ
5
 

調
査

対
象

：
訪

問
看

護
事

業
所

 
調

査
票

－
B

 

問
9
 
法
制
化
後
の
実
地
研
修

指
導
に
つ
い
て
、
以
下
の
項
目
で
は
ど
の
程
度
負
担
と

感
じ
て
い
ま
す
か
。
又

は
感
じ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
４
段
階
の
う
ち
あ
て
は
ま
る
数
字
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
 

２
 

３
 

４
 

負
担
は
な
い

 
や
や
負
担
で
あ
る

 
負
担
で
あ
る
 

と
て
も
負
担
で
あ
る

 

実
地

研
修

指
導

に
つ

い
て

 

研
修
指
導
の
た
め
に
時
間
を
取
ら
れ
る

 
１

・
２

・
３

・
４

 

実
地
研
修
の
指
導
料
が
少
な
い
（
採
算
が
合
わ
な
い
）

 
１

・
２

・
３

・
４

 

研
修
に
か
か
る
書
類
作
成
 

１
・

２
・

３
・

４
 

研
修
に
か
か
る
連
絡
調
整
 

１
・

２
・

３
・

４
 

制
度
や
研
修
の
仕
組
み
の
理
解
 

１
・

２
・

３
・

４
 

指
導
し
た
介
護
員
に
医
療
的
ケ
ア
を
任
せ
ら
れ
る
か
の
判
断

 
１

・
２

・
３

・
４

 

利
用
者
の
個
別
性
を
考
慮
し
た
際
の
研
修
の
評
価

 
１

・
２

・
３

・
４

 

問
1
0
 
介
護
員
の
研
修
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
、
４
段
階

の
う
ち
あ
て
は
ま
る
数
字
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
 

２
 

３
 

４
 

思
わ
な
い

 
や
や
思
う

 
思
う
 

と
て
も
思
う
 

介
護

員
の

研
修

に
つ

い
て
 

必
要
な
知
識
を
得
る
た
め
に
必
要

 
１

・
２

・
３

・
４

確
か
な
技
術
を
得
る
た
め
に
必
要

 
１

・
２

・
３

・
４

利
用
者
や
家
族
へ
の
よ
り
良
い
支
援
を
行
う
た
め
に
必
要

 
１

・
２

・
３

・
４

医
療
職
と
の
連
携
の
た
め
に
必
要

 
１

・
２

・
３

・
４

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要

 
１

・
２

・
３

・
４

短
い
時
間
で
不
特
定
の
第
１
号
の
認
定
が
取
れ
る
と
よ
い

 
１

・
２

・
３

・
４

少
な
い
費
用
で
不
特
定
の
第

1
号
の
認
定
が
取
れ
る
と
よ
い

 
１

・
２

・
３

・
４

不
特

定
の

第
１

号
の

認
定

が
取

れ
る

な
ら

、
現

在
の

研
修

時
間

の
ま

ま
で
よ
い
 

１
・

２
・

３
・

４

不
特

定
の

第
１

号
の

認
定

が
取

れ
る

な
ら

、
あ

る
程

度
費

用
が

高
く

な
る
の
は
仕
方
な
い
 

１
・

２
・

３
・

４

第
３
号
の
実
地
研
修
は
、
利
用
者
ご
と
に
受
け
ら
れ
る
の
で
よ
い

 
１

・
２

・
３

・
４

第
３

号
の

認
定

を
得

て
、

一
定

の
経

験
を

重
ね

て
い

れ
ば

不
特

定
の

認
定
を
与
え
る
べ
き
 

１
・

２
・

３
・

４
 

Ｐ
6
 

調
査

対
象

：
訪

問
看

護
事

業
所

 
調

査
票

－
B

 

問
1
1
 
研
修
の
時
間
と
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
る
べ
き
だ
と
お
考
え
で
す
か
。
実
地
研
修
の
費
用
に
関
し

て
は
現
在
の
研
修
内
容
で
貴
事
業
所
が
指
導
す
る
と
し
た
場
合

、
指
導
に
見
合
う
と
思
わ
れ
る
金
額
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

種
類
 

研
修
の
時
間
 

（
合
計
時
間
数
）

費
用
 

第 １ 号
 

基
本
研
修
の
講
義

 

（
現

在
：

50
時

間
 

県
が

実
施

で
費

用
無

料
）
 

時
間

 
円

 

実
地
研
修

 

（
現

在
：
口
腔

10
回

、
鼻
腔

・
気

管
・

胃
瘻

・
経

鼻

20
回

以
上

で
合

格
す

る
ま

で
。

費
用

6,
00
0
円

）
 

時
間

 
円

 

第 ２ 号
 

基
本
研
修
の
講
義

 

（
現

在
：

50
時

間
 

県
が

実
施

で
費

用
無

料
）
 

時
間

 
円

 

実
地
研
修

 

（
現

在
：
口
腔

10
回

、
鼻
腔

・
気

管
・

胃
瘻

20
回

以
上

で
合
格

す
る

ま
で

。
費
用

6,
0
00

円
）
 

時
間

 
円

 

第 ３ 号
 

基
本
研
修
の
講
義

 

（
現

在
：

8
時
間

 
費
用

10
,0

00
円

以
上
）
 

時
間

 
円

 

実
地
研
修

 

（
現

在
：

利
用

者
に

必
要

な
項

目
が

問
題

な
く

で
き

る
ま

で
。
費
用

10
,
00
0
円

程
度

）
 

時
間

 
円

 

問
1
2
 
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者
が
増
加
し
、
吸
引
や
経
管
栄
養
の
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
が
増
え
て
い
く

見
込
み
で
す
。
貴
事
業
所
で
は
介
護
員
に
対
す
る
吸
引
等
の
指
導
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。
あ
て
は
ま
る
番
号
ひ
と
つ
に
○
を
付
け
、
そ
の

理
由
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

1
．
第
１
号
第
２
号
お
よ
び
第
３
号
の
指
導
者
資
格
を
取
り
、
第
１
号
第
２
号
お
よ
び
第
３
号
の

実
地
研
修
依
頼
は
な
る
べ
く
断
ら
ず
に
受
け
て
い
き
た
い

 

2
．
第
３
号
の
指
導
者
資
格
を
取
り
、
第
３
号
の
実
地
研
修
依
頼
は
な
る
べ
く
断
ら
ず
に
受
け
て

い
き
た
い

 

3
．
第
１
号
第
２
号
お
よ
び
第
３
号
の
資
格
も
念
の
た
め
取
っ
て
お
く
が
、
ど
う
し
て
も
と
い
う

依
頼
の
時
だ
け
受
け
て
い
き
た
い

 

4
．
第
３
号
の
資
格
を
念
の

た
め
取
っ
て
お
く
が
、
ど
う
し
て
も
と
い
う
依
頼

の
時
だ
け
受
け
て

い
き
た
い

 

5
．
依
頼
は
断
っ
て
い
き
た
い

 

6
．
そ
の
他

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

【
上
記
の

理
由
】
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Ｐ
7
 

調
査

対
象

：
訪

問
看

護
事

業
所

 
調

査
票

－
B

 

問
1
3
 
介
護
職
員
の
た
め
の
た
ん
吸
引
等
の
制
度
や
研
修
に
関
す
る
ご
意
見
を
、

自
由
に
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
 

自
由
記
載
 

貴
事
業
所

に
つ
い
て
、
差
し
支
え
な
け
れ
ば
以
下
の
項
目
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

。
な
お
、

所
在
地
（
市
区
町

村
名
）
は
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

。
 

事
業

所
名

 

所
在

地
 

〒
 

－
 

市
区

町
村

名
 

（
必

須
）

 

市
区

 

町
村

 

～
以

上
で

ア
ン

ケ
ー

ト
は
終

わ
り

で
す
。

ご
協

力
誠
に

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。

～
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Ｐ
1
 

調
査

対
象

：
都

道
府

県
担

当
部

署
 

調
査

票
－

C
 

都
道

府
県

た
ん

吸
引

等
研
修

ご
担

当
者

様
 

在
宅
に
お
け
る
た
ん
の
吸
引
等
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
行
う
 

研
修
・
支
援
体
制
と
阻
害
要
因
に
関
す
る
実
態
調
査
』

 

ご
協
力
の
お
願
い
 

謹
啓
 

初
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

病
気
を
持
ち
つ
つ
も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
吸
引
や
経
管
栄
養
が
必
要
な
方
々
も
、
介
護
員

の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

 

介
護
員
の
た
ん
吸
引
等
の
医
療
行
為
は
、
2
0
1
2
年

4
月
よ
り
法
律
で
認
め
ら
れ
、
各
県
に
お
い
て
認
定
特

定
行
為
従
事
者
研
修
と
し
て
、
在
宅
医
療
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
法

制
化
後
は
研
修
が
訪
問
介
護
事
業
所
や
、
指
導
す
る
訪
問
看
護
事
業
所
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
度
、
勇
美
記
念
財
団
の
助
成
を
受
け
、
法
制
化
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
形
で
出
て
い

る
の
か
、
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

 

ご
多
用
中
た
い
へ
ん
恐
縮
で
す
が
、
実
態
を
把
握
し
、
実
態
に
即
し
た
研
修
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

謹
白
 

平
成

2
6
年

1
月
 

研
究
者
 

 
遠
藤
 
美
紀
 

（
仙
台
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
研
究
部
 
次
長
）
 

【
調

査
名

】
 

在
宅
に
お

け
る

た
ん
の

吸
引

等
サ
ー

ビ
ス

提
供
事

業
所

が
行
う

研
修

・
支
援

体
制

と
阻
害

要
因

に
関
す

る
実

態
調
査
 

【
調

査
対

象
者

】
 

宮
城

県
内

訪
問

介
護

事
業

所
・

・
・

調
査

票
－

Ａ
 

宮
城

県
内

訪
問

看
護

事
業

所
・

・
・

調
査

票
－

Ｂ
 

全
国

都
道

府
県

担
当

部
署

・
・

・
・

調
査

票
－

Ｃ
 

【
調

査
の

実
施

主
体

】
 

こ
の

調
査

は
、

公
益

財
団

法
人

在
宅

医
療

助
成

勇
美

記
念

財
団

2
01
3
年

度
（

前
期

）
一

般
公

募
「

在
宅

医
療

研
究

へ
の

助

成
」
『

在
宅

に
お

け
る

た
ん

の
吸

引
等

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
が

行
う

研
修

・
支

援
体

制
と

阻
害

要
因

に
関

す
る

実
態

調

査
』

に
よ

り
仙

台
往

診
ク

リ
ニ

ッ
ク

遠
藤

美
紀

（
研

究
部

 次
長

）
が

行
う

も
の

で
す

。
集

計
・

解
析

は
仙

台
往

診
ク

リ
ニ

ッ
ク

研
究

部
が

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

【
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

保
護

に
つ

い
て

】
 

個
人

情
報

保
護

法
を

遵
守

し
、

得
ら

れ
た

結
果

は
統

計
的

に
処

理
い

た
し

ま
す

。
個

人
の

情
報

や
特

定
の

施
設

の
情

報
が

入
っ

て
い

た
場

合
は

、
個

人
や

特
定

の
施

設
が

特
定

さ
れ

る
デ

ー
タ

と
し

て
公

表
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

Ｐ
2
 

調
査

対
象

：
都

道
府

県
担

当
部

署
 

調
査

票
－

C
 

【
調

査
票

配
布

対
象

先
】

 

宮
城

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

リ
ス

ト
掲

載
の

訪
問

介
護

事
業

所
お

よ
び

訪
問

看
護

事
業

所
 

全
国

都
道

府
県

担
当

部
署

 

【
調

査
同

意
の

可
否

】
 

こ
の

調
査

へ
の

協
力

を
拒

否
さ

れ
た

り
、

同
意

を
取

り
消

さ
れ

て
も

今
後

貴
施

設
に

何
ら

か
の

不
利

益
が

生
じ

る
こ

と
は

全
く

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
 

◇
以
上
こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
頂
け
ま
し
た
ら
、
以
下
を
お
読
み
頂
き
、
ご
回
答
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

調
査

の
趣

旨
を

理
解

い
た

し
ま

し
た

。
(
☑

を
入

れ
て

く
だ

さ
い
。

)
 

□
1
．
は

い
□

2
．
い

い
え

調
査

に
協

力
す

る
こ

と
に
同

意
し

ま
す
。
（

☑
を
入
れ

て
く

だ
さ
い

。
）

 

□
1
．
は

い
□

2
．
い

い
え

ご
回
答
頂
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
同
封
の
返
信
封
筒
に
入
れ
て
、

 

２
月
１
８
日
( 火
)ま

で
に
ポ
ス
ト
に
投
函

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
郵
送
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）
。

こ
の
調
査
に
関
す
る
ご
質
問
や
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
下
記
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

仙
台

往
診

ク
リ

ニ
ッ

ク
研

究
部

 

 
 担

当
：

遠
藤

・
佐

々
木

 

〒
9
80

-0
01

3 
仙

台
市

青
葉

区
花

京
院

2
丁

目
1
-7
 

T
EL

 :
 0

22
-7
2
2-

38
66

(平
日

9～
17

時
) 

 F
AX

 :
 0

22
-
72

2-
38

77
(2
4
時

間
) 

e
-m

ai
l 

: 
ke
n
ky

u@
ou

sh
in
-
se

nd
ai

.j
p 
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Ｐ
3
 

調
査

対
象

：
都

道
府

県
担

当
部

署
 

調
査

票
－

C
 

調
査

対
象

:
都

道
府

県
た

ん
吸

引
等

研
修

担
当

部
署

 
調

査
表

－
C

問
1
 

貴
都
道
府
県
内
の
研
修
実
施
状
況
、
登
録
研
修
機
関
の
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

都
道
府
県
で
実
施
の

場
合
は
○
 

登
録
研
修
機
関
で
実

施
の
場
合
は
○
 

登
録
研
修
機
関
数
 

平
成

2
5
年

1
2
月
末
現
在

第
１
号
研
修
 

ヶ
所

 

第
２
号
研
修
 

ヶ
所

 

第
３
号
研
修
 

ヶ
所

 

問
2
 

登
録
特
定
行
為
事
業
者
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

事
業
者
数
 

平
成

2
5
年

1
2
月
末
現
在

老
人
保
健
法
・
介
護
保
険
法
関
係
の
施
設
・
事
業
所

 
ヶ
所

 

障
害
者
自
立
支
援
法
・
児
童
福
祉
法

(
障
害
児
)
関
係
の
施
設
・
事
業
所

 
ヶ
所

 

生
活

保
護

法
の

関
係

の
施

設
・

事
業

所
 

ヶ
所

 

問
3
 

平
成

2
4
年

4
月
～
平
成

2
5
年

3
月
ま
で
、
お
よ
び
平
成

2
5
年

4
月
～
平
成

2
5
年

1
2
月
の
認
定
証

発
行
人
数
・
件
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

平
成

2
4
年

4
月
～
平
成

2
5
年

3
月
 

平
成

2
5
年

4
月
～
平
成

2
5
年

1
2
月
 

第
１
号
研
修
 

人
 

人
 

う
ち
訪
問
介
護
従
事
者

 

人
 

う
ち
訪
問
介
護
従
事
者

 

人
 

う
ち
重
度
訪
問
介
護
従
事
者

 

人
 

う
ち
重
度
訪
問
介
護
従
事
者

 

人
 

第
２
号
研
修
 

人
 

人

う
ち
訪
問
介
護
従
事
者

 

人
 

う
ち
訪
問
介
護
従
事
者

 

人
 

う
ち
重
度
訪
問
介
護
従
事
者

 

人
 

う
ち
重
度
訪
問
介
護
従
事
者

 

人
 

第
３
号
研
修
 

件
 

件
 

う
ち
訪
問
介
護
従
事
者

 

件
 

う
ち
訪
問
介
護
従
事
者

 

件
 

う
ち
重
度
訪
問
介
護
従
事
者

 

件
 

う
ち
重
度
訪
問
介
護
従
事
者

 

件
 

Ｐ
4
 

調
査

対
象

：
都

道
府

県
担

当
部

署
 

調
査

票
－

C
 

問
4
 
指
導
者
の
養
成
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

方
法
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

方
法
 

第
１
号
第
２
号
 

指
導
者
養
成
 

第
３
号
 

指
導
者
養
成
 

問
5
 
指
導
者
の
数
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

医
師
 

看
護
職
 

第
１
号
第
２
号
指
導
者
 

人
 

人
 

第
３
号
指
導
者
 

人
 

人
 

問
6
 

貴
都
道
府
県
に
お
い
て
、
介
護
職
員
の
た
め
の
た
ん
吸
引
等
の
制
度
や
研
修
に
関
し
て

多
く
あ
げ
ら

れ
て
い
る
ご
意
見
や
、
都
道
府
県
か
ら
国
へ
あ
げ
て
い
る
質
問
や
意
見
や
要
望
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
書
き
き
れ
な
い
場
合
は
用
紙
を
追
加
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
）

 

自
由
記
載
 

都
道

府
県

名
 

担
当

部
署

名
 

～
以

上
で

ア
ン

ケ
ー

ト
は
終

わ
り

で
す
。

ご
協

力
誠
に

あ
り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
。

～
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